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オ ックスフォー ド大学の 日本語教育
岡 野 喜 美 子
・英国 オ ックス フォー ド大学 の 日本語科(日 本科 と訳 す べ きか)で 私 が
lector(非常勤講師)と して教壇 に立 ったのは,1978年か ら1979年にかけ
ての1年 間 であった。 この間に経験 し,見 聞 した こ とを通 して,オ ックス
フォー ド大学 での 日本語教 育を紹介す るのが本稿 の 目的 である。が,な に
ぶん,短 期 間のため 日本語科を取 り巻 く複雑 な機 構を完全 には理解 してい
ないおそれがあ る。 また,専 任の1ecturer(日本 でいえば助教授 にあた
ろ うか)二 人 の うち一人が途中か ら目本 へ研究 出張 して不在であ ったな ど,
変則的な一年 であった よ うである し,た また ま私 の教 えた1年 問を もって
オ ックス フォー ド大学では こ うである と断定すぺ,きではあ るまい。 しか し,
意外に知 られ ていないオ ックス フォー ド大 の 日本語科の様子,教 材,カ リ
キ ュラム,学 生気質な ど,オ ックスフ ォ}ド らしい雰囲気 と ともにお伝え
す ることはできる と思 う。
1.オ リエンタル ・インステ ィテ 血一 ト
オ ックス フォー ド大学 の日本語科 は・正確 に言 うと・オ ジクス7オ ー.ド
大学 オ リキ ンタル 。イ ンステ ィテ ユー ト日本語科 である。 オ リエ ンタル ・
イ ンス テ ィテ ユー トとい うのは,語 研 のよ うな大学附属機 関であるが,言
語一中国 語,.日本語,ア ラビア語,ヒ ン ドゥ語,ト ル コ語,ペ ル シャ語,
ヘブ ライ語,サ ンス クリ ッ トな ど一 に限 らず,東 洋学 を志す者 はほ とん ど
すべ てこ こで受 講する ことになってい る。性 格 としては,単 な る語学部 で
はな く,文 学を中心 とす る 日本学,中 国学 とい った色彩が濃い よ うであ る。
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日本語科 には,昨 年 度(1978～1979年)の場合,学 部学生のみ9名 が学
んでいた。人数 としては少 ないが)皆,日 本(語)専 攻である。 彼 らは授
業のほ とん どをオ リエ ンタル ・イ ンステ ィテ ユー トで受け るが,そ れぞれ
異な るコ レッジに所属 し,原 則 として コレッジ内に個室を与え られ,そ こ
を食 住 ・交友 とい う生活 の場 としてい る。専攻 に よっては 自分の コ レヅジ
で受 講する こともあるが,他 の コレッジの講義 に出かけて行 くことが多い。
日本 語の ように特殊な専攻 になれば,コ レッジか ら毎 日の ようにオ リエ ン
タル ・イ γステ ィテ ユー トに通 うことにな るが,そ の学生にど この学生か
と聞けば,セ ン ト・ジ ョンズ ・コレッジ とか モー ドレン ・コレ ッジ とい う
答 えが返 って くる。
日本語科 の教授陣は専任 二人 と非常勤二人であ った。 二人 の専任 レクチ
ャラーは大学院 コレッジで あ るセ γト・ア ン トニーズ ・コレッジ本 属で,
イ ンステ ィテ ユー トとコレッジ両方に研究室を持 っている。一人 の レクチ
ャラーは 日本 の新劇 の研究 者パ ウエル博士,も う一人は儒学 の研究者 マ ク
マ レン博士 である。ち なみ に,セ ソト・ア ソ トニーズ ・コ レッジにはほか
に 日本史 の研究者一人,ま た,フ ァー ・イース ト・セ ンターとい う機 関 も
あ り,学 期中毎週1回 は 日本 セ ミナーが開かれ,熱 心 な学生は出席す るな
ど,オ ックスフ ォー ドの日本学 はこの コレッジを中心 に動 いてい る と言 っ
てよいQ
コレッジ制度 もそ うであ るが,オ ヅクスフ ォー ド大学 は,ケ ンブ リッジ
大学 とともにイギ リスでも独特 の大学制度を持 っている。 このオ リエ シタ
ル ・イ ンステ ィテ ユー トで の 日本語教育 も,た だ単に,何 の教材 を使 い,
ど うい うカ リキ ュラムを組 んで,ど う教 えてい るのかを述べただけ では言
い尽 くせ ない ところが多い よ うに思 う。起源 は12世紀にさかのぼ る とい う
この大学 の伝統 の重み は日本語科に語学教育に とどまらない深 い内容を与
えているが,一 方,現 代に必要 な改革をはばんでい ることもある よ うに聞
.いている。
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以下,大 学制度 の一端 に触れなが ら,教 材,カ リキ ュラ ムな ど,日 本語
教育 の具 体的な姿 をご紹介 したい。目
II,制 度
修業年限 ………私 にとって意外であった のは,日 本語専攻 の学部学生の場
合,修 業年限が3年 とい うことであった。 日本語 より規模 の大 きい中国語
は4年 制で ある。 ・ン ドン大学 などの 日本語が4年 制であ ることを考 えな
くとも,3年 間は短 い。東洋 語は,フランス語や ドイツ語(日 本語科 の学生
もほ とん どは,こ れ らヨー冒 ッパ語 の4技 能 を身 にっけた うえで入学 して
くる)などと違 ってゼ ロか らの1.髄発であ るか ら,むしろ長 くて も不思議はな
い。 しか し,一 方,日 本の大学 のよ うな教養課程がな くi1年 生入学の初
日か ら専 門科 日だけ に集巾 した勉強生活 を始め,3年 間 これを続け る とい
う意味で は,4年 制の 日本の大学 より集中期問 は長い とも言 え る。 この現
行 の3年 制 につ いては,い ずれ4年 制 に したい意 向であ ると専任か ら聞い
た ことが ある。 た しかにあ と1年 の延長 はぜ ひ ともほ しい ところで ある。
学期 ・授業 時問数 一 …・オ リエ ンタル ・イ ンステ ィテユー トの1年 は3学
期(MichaelmasTeml,HilaryTem,TrinityTerm)に分かれ1各
学期8週 間ずつ であ る。年間24週間 とい う授業期 間は語学 の訓練 にとって
いし.・条件 とは言 えない。目しか も,1週 あた りの授業時間数は最 も多 い1年
生で も10コマ.〈1コマ実質55分)ほ ど。 この点,よ り大 きな 日本語教育機
関 を持つ ロ ソドン大学 に比べ ても,週 に数時間は少ない とい うこ目とであ っ
た。 も ともと自習 に慣れ てい るここの学生 たちの こと1授 業の合間 は もっ
ぽ ら辞典 ・参考書を図書室 の机の上 に積 み上 げて,エ ッセイ(レ ポ ー トの
こと)を 書いた り,プ ・一ズ(英 文和訳).の宿 題を した り,.下調べ に余念
がない。 このア ンバ ランス とも思 える学習 のス タイルは,結 果的に こ うな
って しまっただけでな く,目伝統的学 風 教 育理 念 と無 関係 ではない。
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試験一甲・…一エ ッセイの提出は毎学期 あるよ うであるが,い わゆ る試験の回
数は非常に少ない。少 な くと も早稲 田でめ 日本 語教 育でいえば,数 課 ご と
の試 験,期 末試験,ク イズな どはあた りまえにな っているが,こ の アメ リ
カ式(と 言 ってよいと思 うが)の 頻繁な テス トとい うのは,マ スプ・でな
い教育か らは生 まれない発想 か もしれ ない。 オ ックスフォー ドの学 生に と
って,.試験は,回 数が少ないかわ りに重大 な意味を持 ってい る。3年 間在
学中 ・公式に大 きな試験 は1年 生3学 期末 のFi減PublicExamination
と,卒 業試験にあたる3年 末 のSecondPublicExamlnationの二つだ
けで あ り,ほ かに1年 の1学 期末 に学生の適性を調べ る学 力試験が あ る。
1学期 目の試験,あ るいはFirstPublicExaminationで悪 い成 績 を と
ろ うものな ら,他 の学科へ の転科 を勧 められ るとあ って,学 生 は顔 色を変
えて勉強する。 日本 でい えば,ま るで大学入試前の受験生 とい った様子 で
あ る。無事 これに合格す ると,2年 度 は試験がな く(こ のあた りで,学 習目
動 機の強い学生 とそれほ どでない学 生 との差 が出 て く る),3年 末の卒 業
試験 であるSecondPublicExa皿inationまで何 もない。 私 は,漢 字 や
文型 の小 さなテス トを何回か したが,r試 験」 とい う意識 は双方 に な か っ
た ように、思 う。
卒業前 の,数 日問にわたるPubllcExam置nationを控 えて,5,6月
の緊張 と猛勉ぶ りは最高潮 に達 す る。 そ して,当 日,ガ ウンは もちろん,
黒 の上下,靴 下 まで黒 とい ういでたち(女 子学 生 も黒服,黒 ス トッキ ング,
白ブラウスにガウソである)で ない と試験場のE詫aminationBuilding
に入れ てもらえない とい うこ とは,こ の試験 が今 で も伝 統 の形を保 ってい
て、それだけ格式が高い ことの証明で もあろ うが,実 は これは形式ばか り
でな く実質的に も大変 な試験 なのである。 イギ リスの卒業試験は どこも,
資格試験の よ うな ものである。 他大学 の教員 も加わ って試験委員会 を構成
し,採 点,評 価 の結果,1st,2nd,3rdとい う等級をつける 公的色彩 の濃
い試験 であ る。 こうなる と,オ ックス フォー ド大学卒 とい う肩 書 よ り,
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1stであったか2ndで あったか という卒業成績が就職の際により物を言
うというのもうなずける。
日本語試験は,このように私などがいっさいかかわらない性質のもので
あるが,1年 生の2回 の試験は学習した範囲内で語学力中心のアチーブメ
ント・テス ト(聞き ・話 しは含まず)で あった。卒業試験は翻訳(和 →英,
英→和)のテーマ別選択問題,古 典,芥 川 「河童」,あとは専攻分野一 近
代文学,古 典文学・歴史・美術・政治など一 ごとの筆記試験なご10科に
およぶとのことであった。たしか文学の翻訳には永井荷風の文があった。
卒業試験を見てもわかるとお り,語学よりは文学,語 学力に裏づけられ
た日本学的色彩が濃 く,ふだんの勉強 ・授業にも学生の意識にもこの傾向
が強かった壁
皿 教 材 。カ リ キ ニ ラ ム
ま ず,学 年 ご と に 使 用 し た 教 材 は 次 の とお りで あ っ た 。
1年 生 … …(1)Reischauer:ElementaryJapaneseforCollegeStu・
dents(現代 表 記 に 書 ぎ 替 え た も の)(2)Alfonso=JapaneseLanguage
Pattems(以 下JLPと 略 す)(3)HlbbettandItasaka;Modem
Japanese-ABasicReader(4)安部 公 房r赤 い 繭 」
2年 生 … 一・(1)Alfonso=JLP(2)テー マ 別 プ リ ン ト教 材(3〉 「今 昔 物 語 」,
川 端 康 成r雪 国 」,芥 川 龍 之 介 「河 童 」 な ど。
3年 生 一・…(1)Alfonso=JLP(2)テー マ 別 プ リ ン ト教 材(3)専 攻 に 応 じ
て 「更 級 日記 」,歴 史 書 な ど 。
この うち,r雪 国」,古典な どは専任 の担当であ ったので,私 の使 った語
学教材を中心に,学 年別 カ リキュラムとか らめて授業 の実際を述べてみた・
いo
量年生(2名)
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可.学期 ……(1)1st-YεarReadingsinModemJapalleseとい うクラ
スでは ライシ ャワー=ElementaryJapanese.の文法・■読解 ・漢字を週
に3・3・1.コマ(1コ.マ55分)の割 合で3人 の教師が担当。』週 に3課 の
ペ ースで24課まで。25・26課は冬期休暇 中の宿題。8週 間で 日本語 の基
礎文法 が英人教師か ら与 えられた。学期初め までにひ らがなを覚 えて く
る ことにな っていたので,第1週 か ら新漢字30。音 訓読 み替 え も与 える
のでか な りの負担だが,学 生は意外 に平然 とこち らの板書する字 をノー
ト.に書 き写 してい く。 まだ学生 は漢字 を書 ぎ慣れていないので55分では
足 りない ことも多か った.こ の教材 はもっぱ ら幕礎 的な文法 ・文字 ・語
彙 ・解釈 のため に作 られてお り,こ こで の使われ方 もそ うであった。(2)
アル7オ ンソ:JLPは1課 約5コ マの ぺ 一ス で週2コ マQこ れ は唯一
のColloquialClassで私が担 当。 ドリル ・短 文作 り ・応答練習,簡 単
な英文和訳 な どILPに 沿 って口頭練 習。例年 はLL・でJLPの テープ
を使 って ドリ歩をす るだけであったが,学 生 の要望 もあ り,こ ち ら も
nativespeakerらしい授業がで ぎるとあって変更 した もので あ る。2
人 の うち1人 が ここの学生には珍し く,話 す ことに意欲的であ ったこと
もあ り,順 調にい ったが.,・1学期で3課 進むだけではいかにも少 ない。
1年生 の問 の よい募礎づく りのため にも週2コ マでなく,.5・6コ マは
必・要 と思、われた。
2学期 ・一(1)ヒベ ッ ト・板坂のMode卑Japanese目.を,・ライマ ヤワー
の あ とを受けて使用o週 に文法 ・読解6コ マ,・漢字12マ の配分 で2課
ずつ進 む。漢字熟語が急に増え,1年 生 の2学 期 日としては薩大 な量で
あ る。結局,1課 ご との試験な どないか ら,学 期中集中的に詰め られ る目
だけ詰め こんでおき・,自習時間や休 暇中に.ノー トを見,辞 書を使 って牛
目の反す うの ように繰 り返 して 自分の ものに してい く一一 これが 二この学
習方法 であ る二とがわか る。 休暇中の宿題 も多いわ けであ る。(2)JLP
6～8課 を前学期 と同 じ使 い方 で。9課 は次の学期 までり宿題。,』・
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3学期 ・承g(1)安部公房r赤 い繭」 を・ヒベ ヅトのあ と教材 と して使用。文
庫本で数ぺ 一ジの短篇 とはいえ,1年 目の3学 期ですでk生 め文学作品
を読み教材 とす るわけ であ る。語学教師 としては前期の ヒベ ラ ト・板坂
な どを も う一期使 づた ほ うが いい と思 うが,こ の科全体の文学 的傾向 と,
2年生か ら始 まるr文 学」 の読 みべ の第1歩 と・してこの作品が使 われ る
ようである.
2年 生(3名)
1学期……(1〉JLP13課か ら16課までを週に1コ マ,colloquialClass
で使用。17・18課は次 の学期 までの宿題、2ゴ マで1課 をあげ るには文
型 の数 が多す ぎ,い くつか学 生が困難 を感 じそ うなも のを取 り上 げて口
頭練 習。ほ とん どの文型は2年 生がすでに知識 として持 ってい るため,
口頭 で正確 に使えない に して も新鮮味 に欠け',しふ も,他 の読解教材 と
のギャ ップが大 ぎす ぎた。学生が 口頭練習に慣れ ていない こともあ6て
や りに くい授業であった。 ここの学生 ならなおの こと,口 頭文型練 習は.
1年生 の うちに徹底 してすべ きである と思 った。〔2〉テーマ別 プ リン ト教
.材…… これは漢字 クラス,Uns在6nクラス,Proseクラス1コ マずつで
扱 う読 解 。英文和訳(9roseとよばれ る)あ ための教材であ る。学生た
・ちの専攻や関心を考慮 に入れ なが ら,・この学期 はr歴 史」がテ`ヤ とし
て選 ばれた。'3コマの うち最 初の1コ マは漢字 クラスで,週 ご との小 テ
ーマに基づ く漢字熟語`明 治維新,封 建制度,幕 府,巾 央 集権 な ど
を50前後与え,次 の 目それ らをキー ワー ドとして,当 日渡 された1
～2ペ ージの生教材か らの抜粋 プリソ トを英人教師 と読む。目その後,前
もって渡 してあ る同テ[マ の英文和訳(短 文 もあったが,漸 次長文 にな
.った)を 学生 は宿題 として書 いて きて,Pro$eq恥sで添削 と解説を行
な うとい うことになる。・これ はなか なか面 臼 く1有 効な進め方 で ある と
.思 った。 この学期 は 口本近代史が大テ ーマで∋1週 ご とに丁明治維新」,
「憲法 の制定」,1「文明開化」 という・よう.に順を追うて8テ ーマが扱われ
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た。2年 生 用のunseen教 材は,小 学5・6年 生用 のr自 由 自在」の
歴 史の項が便われたが,や や羅列的であるため学生はちが うタイプのも
のを望 んだ ようであ った。英文和訳は2年 生用 としては文型を考慮 に入
れ てあ り,そ れ ほ ど難 しくなか った。Itisamistaketothink伽at
Japansuddenlybeca;neamodemstateintheyearoftheMeiji
RestoraUonンbutprQgresswascertainlyrapidafterit,のような
のが い くつ も出され るのであ る。添 削の対象 にな ったのは この段階 では
ほ とん ど助 詞 ・活用形な ど文 法が中心であ った。
2学期 ……(1)JLPは継続使用,19課か ら22課まで,週1回 。(2)漢字 ・
unseen・prose用教材の大 テーヤは 「日本事情」 とか わ り,1週 ご と
にr文 学運 動」,r美術」,r学生運動」,r労働問題」,r女性史」,r昔話」
など。 前の学期 と異 な り,.unseenも英文和訳 もそれぞれ 日本 語 ・英語
で書かれ た生教材か らの抜粋 とな り量 も難 しさも増 した。英文和訳 は時
に1ぺ 一 ジに及ぶ英文 の翻訳 であ るか ら,こ れ を宿題 として毎週 こなさ
ねば な らない学生 も六変 な ら・55分で解説 しなが ら添 削す るこち らも必
死 であ った。いかに朱を入れ てもr流 れの いい文章」 にならない ことが
あるため,別 に私が 書いた訳文を プ リソ トして見本 として渡すな どした。
文法 の直 しや文体の統一 のほかに,翻 訳 の場合 は辞 書へ の依存度が高 ま
るので・内容にふ さわ しい語彙の選択 の問題が いわ 中る作文指導の時 よ
りも多 く出てぎた。 日本 での 日本語教 育ではほ とん ど考 えた ことのなか
った 「翻訳」 とい う技能が国外 の 日本 語教 育ではかな りの ウニイ トで存
在す るこ とをあらため て知 ったのであ った。
3学期 ……(1)JLP25～28課。(2)Unseen・Proseのクラスでは文学作
品を テーマに3年 生 と全 く同じ教材を使用。 ジ ョージ ・オーウ ェル目r動
物農 園」,シ ェイクス ピアrハ ム レッ ト」,イプセン 「人形 の家」,ホー ソ
ン 「緋 文字」な どか らの抜 粋で邦訳のあ るものばか り。邦訳はUnseen
クラスで使い,proseは英語原文 または英訳 の和訳練習。 古典で あ る
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rハム レッ ト」やr緋 文字」 は正直言 って実力 以上 の難物で あ り,さ す
が動 じな いイギ リス人学 生 もOh,dear!の連続であ った。
3年生(4名)
1学期… …(1)JLP33・34課。35課は宿題。rは」 とrが 」 の総 まとめ,
r～た ところで」 など まだ練習を要す る交型がかな りあ る。 が,最 終学
年でそれ ぞれの専門分野 への関心が強 ま っているこの時期に これ らの練
習をす るのは双方 に とって抵抗感が あった。それで も,こ の学期 は忠実
に 口頭表現の練 習を行 な った。(2)テーマ別 プ リン ト教材・…・・2年生 と同
じ歴史 教材で,unseen,proseとも歴史書,歴 史読み物 など生教 材の抜
粋 を使い,proseはフル に1ペ ージ。3年 生 になると,さ すがに歴史 の
理解 ・知識 もあ り,漢 字 熟語の学 習 も少 しは楽な よ うであ った。
2学 期……(11文句 とか要 求 とかほ とん ど言わない学生た ち も,JLPを
使 わず あ るテーマで話す ことを した いと言 い出 した。結局,週 ごとのテ
ーマに合わせるよ うにそ れぞれの学生がr日 本 の経済」,r目本の大学 生」,
r戦後 日本の女性 の地位 」な どの題を選び,準 備 してきた ことを15分ほ
ど発表,質 疑応答をす る とい う形を と り,JLPは接続詞 の まとめ の とこ
ろな どを利用す るに とどま った。 この結果,同 一 テ ーマに基づ く読解 ・
翻訳 ・口頭 発表 とい ういい形 ができあが った。(2〕テ ーマ別教材 ・…一2年
生 と同 じ く 「日本事情」。2年 生か ら3年 生への夏休み 中の プPグ ラム
として,南 山大学での 日本語研修があ り,日 本 で過 ごす2・3か 月の体
験 と見 聞が3年 生の理 解 力 と表現力に大 いに物言 ってい る の がProse,
Colloquial両方の クラスで証 明された0
3学期……3年 生 は,卒 業試験 の準備 のため,ほ とん ど3・4週 目か ら
現われな くなる。例年 の ことだ とい うが,3年 間の1学 期近 くが消減 と
い うのはいかに も惜 しいo
以上で,オ ックス フォー ド大学の 日本語教 育が どん な ものであ ったか,
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おお よそおわ か り・いただけたか と思 うが,実 は,.目この他 に,目 本史の講義
もあ り、 さらに古典,近 代文学i政 治な ど学 生の専門別の.tutoria1の授
業が ある。 二れ は英人教師 の指導の もとにほ とん どマ ン ・ツー ・マ ンで家
献 を講轟 してい く独特 の教育で,オ ヅクス フォー ド大学 の 教育 の.中心 は
tutoria1にあ ると言 って よいであろ う曇.
r日本語」教育 としては,特 に基礎段階におけ る時間数,教 材の組み合
わせ,.読み書 きの重 視な どを取 り上げ ていろいろ言 うごともでき ようが,
学 習 目的,学 生の数 と質,そ の他事情が異 なる こと も考えなげれば一方的
批判 にな りす ぎるであろ う。早期 「日本 学」教 育は ここの伝統 であ づて,
学生た ちに よそ と一昧 ちがう深みを与 えてお り,彼 らもそれを誇 りに して
い る。
しか し,こ うした教育はなん といっても能力 と意欲 の非常に高い少数 の
学生向けの ものであ り,そ うい う学生を相手 とす る時に こそ,実 を結ぶ 二
とがで ぎると言 える。平均 的.な学生 には ど うであろ うかQ目む しろ,も っ と
もっと時間をかけた,'普通 の基礎的r語 学」教 育か らの出発の方が効果が
あるのではないか と思 わせ る学生がいたの も事実 であ る。
前述 した ように,在 学 巾に 日本へ研 修に来 られる時代である。'オックス
7オ ー ドにいるかぎ り,話した り聞いた りす る機会 も少な く,だいたいにお
いてそこに ウエイ1・を置かない学生たちであるが,「読 め るうえに話せ る」
こ とに意欲的 な学生 もいるし,.これか らは増え てい くことであろ う。 この
点か ら も,特 に語学専門家 と しての 日本人専任講師がいれば と思 うが,こ
れは予算 と機構 の問題 として 日本語科 の中だけでは解決で きない ようであ
る6
日産 自動 車が,オ ックス フォー ド大学 に150万ポ ン ドを 寄 附 し,今 秋
NissanInstituteofJapaneseStudiesが開設する こ』とにな ったことは,
日本で も報道 され てご存知の方 もあると、窓 う。
オ ックスフ ォー ドの,い や,イ ギ リスの 日本学 の発展の うえで,こ の研
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究所が大 ぎ く寄与す るで あろ うことは明 らかであ る。 これ を機会にオ リエ
ンタル ・イ ンステ ィテ ユー トでの 日本語教育に もい っそ う陽が当 ってほ し
い と願 っているQ
追 記・
オ7ク スフォ・一 ド大学の2学生が,こ の夏,南 山大学での研修を終えて4日 ほど
私の家に滞在 した。私が教えた当時は1年 生であったが,二 のLO月から最終学年の
3年生になる。女子学生のほ うは平安女流文学,男 子学生は熱烈な労働党員のせい
か近代政治一特に左翼一を専攻 していると話していた。
1年生のころほとんど話せず,2人 の うち1人 は 「話せない」日本語教青に批判
的であった.7月 に日本ぺ来た時,会 話力に焉いては一緒に来日したロソドソ大学,
シニフィール ド大学0)学生たちに大いに引けめを感目じたとのことであった。 しかし,
8週間の日本滞在で2人 の日本語は大きく進歩し,日本語ばか りで話したがった。
1年生の終わりのころ,目.,1漢宇につきすべての音訓一た'とえば,r生」ならセイ・
シ・ウ ・き・縁 ・う勲 を い褐一 を覚え紳 妨 に御 最 厳 気に鰍 とと
,もに,無理な学習法ではないかと疑問をもったものであった。しかし,こ うして日
本へ来た彼らと行動をともにして,.目に触れる看板,地 図,掲 示の読解に挑戦 し,
むしろ文宇力,語 彙力からくる自信をもって日常会話 と.,より知的な会話の力を着
実にのばしている2人を見て,2年 間の読み書き中心の蓄積が二ういう.形で表われ
たことに安堵を覚えたのであワた。
(注)1980年 度 か ら はJLPを や め,学 研 のJapaneseforBeg量nnersと
Japane"eforTodayを 使 う こ と に な っ た 模 様 で あ る 。
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